宗教都市・カトマンドゥにおける街区の構成原理 : 高密に連続する中庭と住居群 by 渡部 紀大
宗教都市・カトマンドゥにおける街区の構成原理 :
高密に連続する中庭と住居群
著者 渡部 紀大
出版者 法政大学大学院デザイン工学研究科
雑誌名 法政大学大学院紀要. デザイン工学研究科編
巻 4
発行年 2015-03-31
URL http://hdl.handle.net/10114/11726
法政大学大学院デザイン工学研究科紀要	 Vol.4(2015 年 3 月)	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 法政大学 
 
宗教都市・カトマンドゥにおける街区の構成原理 
— 高密に連続する中庭と住居群—  
 
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
? 	 ????????????????????????????????????????????? ? ???????????????? ? ?
	  
渡部紀大 
NorihiroWATANABE 
 
主査	 高村雅彦	 	 	 副査	 陣内秀信・岡本哲志	  
 
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程 
 
?????? ?????????? ??????????? ????? ???????? ?????????? ???????? ????? ??? ?????????? ??????? ???
???????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
??????????????????? ????? ????????????? ? ????????? ????????????????????? ???????????????????????? ???
??????????? ?? ?????????? ??? ??????????? ??? ?????? ?????? ?????????????? ??? ?? ???????? ??? ???
????????? ??????????? ?????????????????? ??? ??????????????????????????? ??????????? ? ?????????? ??
?????????? ????????????????????? ????????????????????????????????????????????????
Key Words : Kathmandu, Cortyard	  
 
 
１．	 はじめに 
????????????????????????
?????????????????????????
?????????????????????????
?????????????????????????
?????????????????????????
?????????????????????????
?????????????????????????
???????????????	 
 
２．	 カトマンドゥの二面性 
（１）高密都市としてのカトマンドゥ 
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a」 項の見出し	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図 1	 伝統的都市住宅の断面図	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（２）宗教都市としてのカトマンドゥ 
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３．	 街区の空間構造 
（１）都市組織と建築類型 
a」 仏教僧院型	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図 2	 仏教僧院	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図 3	 僧院平面	 
	 
	 
	 
仏教僧院はロの字型で一体となった建築として設計さ
れ、都市の街区内に多く建設されてきた。	 しかし、オ
リジナルの仏教僧院は外観こそ一体であるものの、いく
つかの家族世帯が住む施設であった為、比較的独立性の
高い住居・寺院といった「室」の集合によって完結型―
僧院の軸・中心となる「共有する中庭」を取り囲む構成
をとっている。	 現在、カトマンドゥにおける仏教僧院
は、増改築が激しく加えられたものではあるが、宗教施
設として象徴的で価値の置かれる装飾された建具は意識
的に多く残されている。また、壁が取り払われ高さ方向
にも外側に広がるようにも増築が行われる中、宗教的な
機能を担う神室の機能に加え、共有の中庭は浸食される
ことなく保たれている。また、増築されていく過程で元々、
「独立した室」の集まりであった各ユニットがそれぞれデ
ザイン・階高を異にして増築され、壁こそ共有であるが
独立した建築の集まりに近い形となっている。	 つまり、
多数の人々で利用する「共有の中庭」とそれを取り囲む
「個の空間」の集合により成り立つ空間構造が形態を変え
ても引き継がれている。	 
	 
	 
b」 大規模囲繞型	 
先ほどの仏教僧院を中心とし、大規模にいくつかの住
宅で中庭を囲む形態を持つものがある。大規模囲繞型と
して都市組織に位置づける。
	 
図 4	 大規模囲繞型の断面図	 
	 
この断面図は現状のものであるため、当然 1970 年代の
地籍図に記されている時点に比べ建築は更新されている
部分が多いが、街区の構造に大きな変化は見られない。	 
建築によって隙間なく中庭の空間が囲まれていることが
分かるが、図の断面部分に注目すると一階部分があけら
れ、トンネルのような通路が形成されていることがわか
る。	 これはカトマンドゥにおいて「ガッレ」と呼ばれ
る独特の路地である。ガッレは住宅や商店、寺院など建
築のタイプに関わらずみられ、一階部分を貫通させ共用
の通路として用いられるものである。幅は多くの場合 70
～80cm ほどで、すれ違うことすら出来ないものがほとん
どであるが、カトマンドゥの人々はバイクなどに乗った
まま器用に通行する様子が見られる。ガッレの高さは組
み込まれる建築によって様々であるが、１階の他の開口
部と同じように連続したデザインの中で取り込まれるこ
とが多い。共有部分ではあるが幅や高さなどは住宅の意
匠に従い、その建築の所有者が自由に決めることが出来
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るようだ。また、同じ理由で新しい建築のものほど高さ
が高い傾向にある。	 
大規模囲繞型では、路地からこのガッレというカトマン
ドゥの独自的な路地、共有する中庭を連続し、街区を展
開する形態をとっていた。中庭空間は共有され、住居へ
とアクセスする都市の〈分配空間〉という要素を持ち合
わせた非常に機能的な空間であった。仏教僧院を中心と
し、中庭が分配空間として各々の個人空間である住宅へ
とアクセスする空間概念は、都市組織・仏教僧院型で見
られたそれと非常に良く似ていた。	 
	 街区に建ち並ぶ住宅は、ほとんどのものが街路と中庭、
中庭同士など2つ以上の〈空〉の空間と接し、両方に面し
て出入り口を設けることで公????????????
???????????
c」 接道町屋型	 
街路に面し、個人の所有であるバックッヤードを持つ
タイプである。都市が高密になっていくに従い、バック
ヤードはつぶされる傾向にある。	 
	 
	 
	 
４．	 〈中庭都市〉としてのカトマンドゥ 
（１）中庭の空間特性 
a」 中庭空間の公共性	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b」 宗教空間としての中庭	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（２）引き継がれる街区構造	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 街区構造はほぼ不変のものであるが、建築は近代的
な大きなスケールのものへと変化が起こっているため、
歪みが起こり、問題も浮上している。 
 
５．	 結論	 
古くより貿易の中継地として繁栄を極め、王宮への中心
性もあり都市的形態であったカトマンドゥでは、その高
密な都市空間を成り立たせるために様々な仕組みを持っ
ている。	 
	 
	 調査対象地として街区をいくつかの街区を選定し、実
測・フィールドワーク調査を行っていく上で、街区の構
造やそのメカニズムが明らかになってきた。	 
	 
	 土地の需要の高い高密な都市空間においては、私的な
外部空間は極力削られ、公共空間が非常に受容しされ、
最大限に活用される。	 
	 カトマンドゥにおいてもほとんどの場合「敷地＝建
築」という形をとっている。	 
	 
	 カトマンドゥでは、高密都市の有効な活用のため、複
数の建築で中庭空間を取り囲み共有する集住形態をとっ
ている。50mにもなる巨大なものから、数m四方の非常に
小規模なものまでその空間性は実に多様である。	 
	 人々や車が行き交う賑やかな街路空間とは異なる非常
に居心地の良い空間である。住宅の内部環境のあまりよ
くないこの都市においては、人々は多くの時間をこの中
庭で過ごすのである。	 
	 	 
その中庭空間から「ガッレ」と呼ばれる独特の路地をさ
らに奥へと伸ばすことにより、他の中庭空間と繋いで連
続するし、街区を展開していく。	 
	 
	 街路からガッレを通じてたどり着き、それぞれの住居
へのアクセスのために使われるその中庭空間は「都市に
おける分配空間」という機能をもっているといえる。加
えてその中庭は、仏教僧院・仏塔などが置かれる宗教空
間、人々が日常的に利用する生活空間など多くの役割を
担う、非常に多機能な空間である。	 
	 
	 このような中庭空間、そして展開していく街区空間は、
カトマンドゥの独自的なものであるといえる。	 
	 
	 また、このような多機能な中庭空間とそれを取り囲む
個空間群という関係性は、カトマンドゥに古くから存在
する建築形態である仏教僧院建築の室の集合で建築に内
包された中庭空間を囲むという空間概念に類似している。	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 街区は、単純に中庭とガッレを用いて展開していくと
いうだけではない。	 
	 街区内のほとんどすべての建築が2つの中庭、もしくは
街路と中庭といった〈空〉の空間に接するような街区構
造が成立しているというのも大きな特徴である。	 
	 
	 多くの建築が両方の空間に対し出入り口を設け、両面
性を持つことで公共空間を最大限な活用を可能としてい
るのである。	 
	 	 
	 中世の時代より、長期間に渡り支配的に都市に存在し
ていた伝統的都市住宅のスケールで成り立つこの街区構
造は、建築が更新・代謝して近代的な高層建築に変わろ
うとも、その集合形態・中庭の空間性は保たれている。	 
	 
	 以上のような構成原理を持ち、条件を満たす街区構造
は、高密都市の活用として非常に合理的でありカトマン
ドゥの都市に少なくとも半世紀以上の間、生き続けてい
るのである。	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